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国際情報オリンピックとは

国際科学オリンピックの一つ
International Mathematical Olympiad 1959

International Physics Olympiad 1967

International Chemistry Olympiad 1968

International Olympiad in Informatics 1989

International Biology Olympiad 1990

International Philosophy Olympiad 1993

International Astronomy Olympiad 1996

International Geography Olympiad 1996

International Linguistics Olympiad 2003

International Junior Science Olympiad 2004

International Earth Science Olympiad 2007

International Olympiad on Astronomy and Astrophysics 2007

International Geometry Olympiad 2014

International Experimental Physics Olympiad 2013

International Medicine Olympiad 2016

International Nanotechnology Olympiad 2017

International Olympiad in Physics, Technology and Astronomy 2017

International Olympiad in Biology and Astronomy 2017

International Foxford Olympiad 2015

https://en.wikipedia.org/wiki/International_Science_Olympiad 2018-01-15



国際情報オリンピックとは

国際科学オリンピック

• 科学分野ごとに毎年開かれる国際大会
• 中等教育段階学校の生徒が対象
• 参加国・地域の代表選手数名がその分野の課題解決力を競う
• 相互に刺激し合い交流を深める機会としての１週間の大会
• 金(1/12)・ 銀(2/12)・銅(3/12)のメダル授与

• 国・地域にとって英才を発掘しその能力を伸ばす体制が鍵



国際情報オリンピックとは
日本から参加している国際科学オリンピック (JST支援)

https://www.jst.go.jp/cpse/contest/committee/index.html



https://www.youtube.com/watch?v=NS7hxgjPTHk

2017年度 国際科学オリンピック記者説明会(2017年8月8日開催) JST



国際情報オリンピックとは
国内科学オリンピック – 国際科学オリンピック予選 (JST支援)

https://www.jst.go.jp/cpse/contest/committee/index.html
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日本チームの戦績
（連続参加になってから）

メダル獲得 順位* 参加国

順位* 国別順位(非公式)









日本情報オリンピック（国内大会）

予選（3時間6問） 12月中旬

本選（4時間5問） 2月10/11日

合宿（5時間3問×4回） 3月21日-25日

国際情報オリンピック 夏休み期間
https://www.ioi-jp.org/joi/2017/index.html

約80名

約20名

4名

自主参加
NPO 情報オリンピック日本委員会が主催



問６

データ数given, for文

データ数５、if文

日本情報オリンピック（問題の難度・範囲）
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問１
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問１

予選 本選 合宿≅国際大会

動的計画法、再帰、データ構造問４

問３



日本情報オリンピック 予選/本選



日本情報オリンピック

https://www.ioi-jp.org/joi/2017/index.html

本選招待者・春合宿招待者

高専、普通高校、工業高校、中には区立中学生の例も

国際大学対抗プログラミングコンテスト（ICPC）でも活躍

東京大学総長大賞

H25 保坂 和宏(理4),副島 真(理4),今西 健介(養2) 国際大学対抗プロ

グラミングコンテスト金賞受賞



日本情報オリンピック

https://www.ioi-jp.org/joi/2017/index.html

日本代表選手経験者(2006年以後） 36名

多くは超一流進学校（中高一貫）、中学生からの選手も

他の国際科学オリンピック(数・物・化・生・地理・地学)の

代表選手も兼ねる生徒もいる

社会人 – ６名（Google 1名、Preferred Networks 5名）



日本情報オリンピック

https://www.ioi-jp.org/joi/2017/index.html

より多くの予選参加を期待したい

裾野の広がりがあって、初めて「英才」が見つかる

その英才を伸ばす「社会」を期待する

2019年から（予定）

予選を２段階に

１次予選 現 問１〜問３ 複数回の１次予選を予定

２次予選 現 問３〜問６ １次予選通過者だけが参加可能



第30回
国際情報オリンピック
日本大会（2018年9月）
この場を借りて






